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国道47号 余目酒田道路（百台/日）
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①余目酒田道路の交通量は堅調に推移

②通勤時間が短縮し、通勤の快適性が向上

③日本海総合病院への救急搬送時間が短縮

【開通3ヶ月後】 新庄酒田道路

国道47号 余目酒田道路
（酒田市新堀～東町）が開通して

（平成２７年１１月１４日開通）

にいぼり あずまちょう

至 秋田

6,900台/日

7,300台/日
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余目酒田道路開通前後の交通量の変化

①余⽬酒⽥道路の交通量は堅調に推移 ③⽇本海総合病院への救急搬送時間が短縮

【国道47号（酒田市新堀）、余目酒田道路】

余目酒田道路の交通量が堅調に推移

○ 冬期に余目酒田道路を利用することで、
所要時間が約６分短縮

出典：プローブカー調査（酒田市役所～庄内町役場）
（H28.2.16 朝夕（7：00～9：00、17：00～18：00）上下平均）

庄内町～酒田市通勤者の声
 朝夕の通勤時間帯には信号の渋滞で時間が

かかることが多かったが、余目酒田道路経由を
経由することで非常にスムーズになり、20km
ほどの通勤距離で10分近く時間が短縮した

 吹雪で前が見えないような状態になることも
少なく、道路の両側も見えやすいので安心して
通行できる

②通勤時間が短縮し、通勤の快適性が向上

出典： H28酒田市～庄内町間の通勤者アンケート調査

余目分署の声

 朝晩の混雑時に余目酒田道路を利用することが多く
国道7号の渋滞を避けて搬送することができるため、
搬送時間を短縮することができる

 余目酒田道路は振動も少なく、スムーズな走行がで
きるため、搬送患者の身体的な負担が軽減された

出典： H28余目分署ヒアリング調査

余目酒田道路を利用する
救急車両

至 酒田市

出典：余目分署データ ※開通前後で詳細な現場位置（出発地）は異なる
（開通前：H26.11.14～H27.1.31間の平均搬送時間

開通後：H27.11.14～H28.1.31間の余目酒田道路を利用した救急搬送における救急搬送時間）

○ 余目酒田道路を利用することで、開通前（１８分）の
搬送時間に対し約３分短縮。さらに現道７号・４７号等
の混雑緩和により現道利用の搬送時間も約２分短縮




